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研究成果の概要（和文）：本研究は、差異や多様性を活かすアートが共生社会の基盤になることを目ざしたイン
クルーシブアート教育構築の基礎調査研究である。本調査研究を通して、障害児者、高齢者、経済的弱者、
LGBTQなどのさまざまなマイノリティが文化芸術によって自己承認・自己実現し、社会的に包摂される事例が示
され、インクルーシブ教育におけるアート学習の重要性が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：This research is a basic research for inclusive art education theory that 
art that makes use of difference and diversity should be the basis of a symbiosis society. Through 
this survey, the significance of social inclusion by culture and art and the importance of art 
learning in inclusive education were clarified.

研究分野：美術科教育

キーワード： インクルーシブ教育システム　アート教育　ワークショップ　カリキュラム・教材・ツー ル開発　イン
クルーシブデザイン　福祉とアート　アートフプロジェクト　障害理解教育

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　今後の共生社会構築の基礎研究として，全体性を特徴とするアートとインクルーシブ教育の共通理念を歴史的
に明らかにし、障害，経済，性的などのマイノリティをアートにより社会的に包摂し，ケアしされならが生きる
人たちの現場の調査し，アート／教育はむしろ共生社会構築の基盤たるべきと提言した（インクルーシブアート
教育）。エゴイズムが増大する現代社会で，差異や多様性を活かせる教育論の構築は，アートが本質的に持つ
「自由」を基礎にすることのみが可能とする。本研究は，一般社会で特殊と思われているアート／教育を人間が
誰でも持つ創造的なコミュニケーションを育てる「生きるための身体技法」であることを明らかにした。



様	 式	 Ｃ－１９,Ｆ－１９－１,Ｚ－１９,ＣＫ－１９（共通）	
１．研究開始当初の背景 
	 特別支援教育が推進される中で，日本の障害児教育におけるアート(美術，音楽，身体表現等)

の教育は現在消極的な余暇や職業準備の技能教育になっている現状がある。それは，広義のア
ート(芸術)／教育を特殊なものとみなし，才能や趣向として性格付けしてきた歴史に関係して
いる。古くは盲児の造形教育(福来四郎や西村陽平等の実践，敬称略)や近年障害者アートト(アール
ブリュット等)への注目があり，これによって障害者などのマイノリティの表現活動及びその教育に
対する実証的な研究が著しく遅れてきた。しかしながら，国連障害者権利条約の批准をはじめ
とする共生社会構築への基盤整備が進む中で，学校ばかりでなく，美術館等あらゆる場所で彼
らを排除しないアクセシビリティの向上や合理的配慮への検討がされはじめている。	
	 多様性がキーワードになる社会が志向される中で,不正解がなくたくさんの答えがあるアー
トとその教育は共生社会の基盤になるのではないかと考え，広義の“Education	through	Art(芸
術による教育)”を文化芸術(教育を含む)×アートの現場の調査等を通して明らかにする必要
があると考えた。	
	
２．研究の目的 
	 先進的な特別支援教育関係機関(学校を含む)，及びアートを活かした活動を展開する福祉等
施設の調査から，｢障害者等が人格,才能,創造性を最大限に発達させ，自由な社会に効果的に参
加する｣共生社会構築のためにアート／教育は何ができるかを理論的・実践的に明らかにする。
アートの持つ社会包摂の機能を基盤に,アートを「生きるための身体技法」，アート学習をその
ための自発的根源的な学びと捉え，すべての人がフラットに社会に参加できるよう「多様性と
参加の原理」を基本とする「インクルーシブアート教育」を提案することを目的とした。	
 
３．研究の方法	
（１）	 アートを活かしたインクルーシブ教育システム,すなわち「インクルーシブアート教育」
の基礎理論構築のための文献調査及び国内の先進的地域・事例の調査。先進的な特別支援学校,
国立特別支援総合研究所や，いわゆる社会包摂×アートの現場(アート活動をする障害者施設，経

済的弱者を支援するアート NPO など)を調査し,成功事例を含めた実態調査を実施した。	
（２）	 「合理的な配慮」を具体化するインクルーシブデザインによるメディア教材とカリキ
ュラム開発のための調査研究及び,障害理解教育題材の開発・実践を実施した。	
（３）	 地域（前橋市）におけるインクルーシブ教育システムの運営組織構築と支援員育成・研
修プログラム開発を実施した。	
	
４．研究成果	
（１）インクルーシブアート教育論の提言	
	 アートを活かしたインクルーシブ教育システム構築の基礎理論のための調査から,最終的に
は「インクルーシブアート教育論」（造語）を提案した。それは,障害を持つ子どもたちに対す
る美術科教育研究体制や内容がまだまだ不十分であり，学校の美術教育において障害児を筆頭
に生きづらさを抱えた子どもたちに対するアート教育を十分に保証するシステムづくりと,さ
らにアートが社会に向けて持つ批評や包摂機能を考え,アートの教育はむしろ共生社会構築の
基盤になるべきという,理念の構築・共有を図る提言である。	
	 障害を含めてすべての人が共存共栄するインクルーシブな社会にはアートのような,差異や
多様性を活かし,個性を調和させながら全体をつかむ総合的教育力が基礎になるべきではない
かという理念づくりが重要という指摘をした。アートが知情意の調和(情=アートによって知と意

が結ばれる)をはかり,断片化した知(ボーム,D)再統合することは,人々が感情によって右往左往
する現代のメディア社会には必須の学習ではないか。こんな問題意識の中で,インクルーシブア
ート教育とは,アートが人間の尊厳を保つための「自由」を保証し,現代社会/教育を見直す理念
と実践になることの提案である。したがって,インクルーシブ教育は障害者に限定されるもので
はなく,例えば経済協力開発機構(OECD)が指摘する社会経済・文化的な課題のある子どもたちな
ど,すべてのマイノリティを包摂する教育のことをいう。	
	 調査対象は,特別支援学校関係では,群馬県立盲学校,筑波大学附属視覚特別支援学校,宮城県
立視覚支援学校,国立韓国ソウル盲学校,国立特別支援総合研究所,目と手で見る教材ライブラ
リー,群馬県特別支援学校文化連盟他,アートに力を入れる障害者施設では,しょうぶ学園（鹿児

島市）,アトリエインカーブ（大阪市）,鞆の津ミュージアム（福山市）,みずのき美術館（京都市）,
工房集(川口市),アトリエコーナス(大阪市),クリエイティブサポートレッツ及びたけし文化セ
ンター(浜松市),やまなみ工房(甲賀市),アート活動をする放課後デイの HAP 広島（広島市）,精神
障害者の表現活動を治療に用いる浦河べてるの家（べてる祭り,当事者研究全国交流集会，浦川市）,
経済的弱者をアートで支援するココルーム（大阪市）等,その他障害者のアート・教育活動を考
えるイベント〈「視覚のない世界をデザインしよう」(森美術館),「障害のある人の文化芸術活
動と,これからの社会」(ブリティッシュ・カウンシル),「人々を排除しない参加型デザイン」（東
京都美術館）,「山下清とその仲間たちの作品展」(川崎市民ミュージアム),「ポコラート全国公
募展」(3331 アーツ千代田),障害者芸術フォーラム(六本木ヒルズ),「TURN」展（東京都美術館）等〉，
であった。	



	 調査から，国連障害者の権利条約(2006 年採択。日本は 2014 年批准)をはじめとする障害者等へ
支援や新たな社会包摂施策,とりわけ東京オリンピックパラリンピックへ向けた近年の共生社
会構築へ向かう動向の中で,アートによる施策も「障害者芸術支援法」及び「障害者芸術文化活
動普及支援事業」等によって広がりが見えた。しかしながら,前述のように，特別支援教育にお
ける図工美術教育はまだまだ絶対的な研究者数の不足もあり，成果の蓄積と情報のネットワー
ク化等に改善の余地が多いに残り，特にこの領域のポイントになる学校と卒後の働き方(生き
方)を連携する生涯学習的な視点の欠落の問題点が明らかになった。アートが「生きるための身
体技法」あることを考えたとき，生きづらさを抱えた人たちがアートによって喜びや生活の糧
を得られることは重要であろう。アートを実践する福祉施設を重点的に調査しわかったことは，
世界でさまざまなモノコトヒトが断片化する中で，アートがそれらをつなぎ，全体性を恢復さ
せ，それぞれが自分らしくなれるように支援できることは，今後の共生社会構築を考える上で
大きなヒントになるはずだ。学校(文部科学省)と卒後(厚生労働省や県等)の連携に向けて官民
協働の実践が求められる。	
	 「インクルーシブアート教育」論は，論文(1，4，13，16，17)，著書(4，5，6)にまとめ，中之
条ビエンナーレや群馬県立近代美術館とのコラボレーションのほか，文化庁大学を活用した文
化芸術事業「美術館等と連携する地域アートプロジェクトを活用するアートマネジメント人材
育成プ	ログラムの構築と実施・評価」の理念になり，（３）の人材育成に貢献した。	
	
（２）インクルーシブな出来事・プロジェクトづくりとしての題材等開発	
	 障害児者に対する教育が今まで健常者側の一方的な支援になっていたことを反省し，当事者
が参加し，問題点を改善しながら，題材・カリキュラムをデザインすることを実践するための
資料収集を実施し，インクルーシブデザインの手法を専門家から学ぶワークショップ等を実施
し成果を得たが，それを活かす題材・カリキュラムの完成までには至らなかった（これは，次
の「インクルーシブアート教育論及び視覚障害等のためのメディア教材・カリキュラムの開発」
(基盤研究Ｂ・18Ｈ01007)に引き継いた）。	
	 アートが作品(モノ)ではなく，出来事づくりやそれを継続的に行うプロジェクトづくりに変
容してきたことを踏まえ，障害者児者の美術教育も単なる作品づくりではなく，活動プロセス
の中で起こる出来事の記録や評価に変わるべきと考え，社会的課題をを視野に入れ，障害理解
教育（ＡＳＬ当事者による授業）の題材開発・実践を行った。障害のとらえ方を社会モデルに
変更するために，義務教育に障害理解教育を普及させることは緊要である。	
	
（３）地域（前橋市）におけるインクルーシブ教育システムの運営組織構築と支援員育成・研
修プログラム開発	
	 教育と福祉が分離する制度の中で，共生社会構築に機能するインクルーシブ教育システム構築
は教育の一貫性や継続性を考え，生涯学習の中でこそ活かされることがわかる。これを踏まえ，
文化庁大学を活用した文化芸術事業「美術館等と連携する地域アートプロジェクトを活用するア
ートマネジメント人材育成プログラムの構築と実施・評価」と協同し，「文化芸術による社会包
摂」の理念の下，アートを教育だけでなく，医療や福祉領域でも活用できる人材育成を実施した。
同時に，そのシステムをマネジメントする組織構築を実施し，大学(群馬大学，東京福祉大学)，美
術館(アーツ前橋，広瀬川美術館)，福祉施設(はーとわーく)等をつなぎ，前橋におけるインクーシブ
アート教育システム構築のための研究ネットワーク「まえばしアートスクール計画(インクルー
シブアートスクール構想)」を構築した。	
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